
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

浪速区将来ビジョン 2025 
 

令和４（2022）年 

大阪市浪速区役所   

～「住んで誇りに思える、魅力と活力あふれるまち 浪速区」をめざして～ 

◇計画期間：令和４（2022）年度～令和７（2025）年度 
 

浪速区広報・啓発ｷｬﾗｸﾀｰ 

“なでこちゃん” 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 は じ め に 】 

 

区の将来ビジョンは、区政を運営していく上で、区のめざす将来像、その実現に向けた

まちづくりの方向性をとりまとめ、区民の皆さんに明らかにするものです。浪速区では、  

平成 25（2013）年度に策定し、平成 30（2018）年度に防災の取組を追加する

などの改訂を行い、浪速区にふさわしいまちづくりの取組を進めてきました。 

しかしながら、近年、頻発し激甚化している自然災害に加え、令和元(2021)    

年度末から世界規模で急速に広がった新型コロナウイルス感染症により生活スタイルが  

大きく変化しており、これまでの取組では十分な対応が難しくなるなど、区政運営にも  

大きな影響がでています。 

こ れ ま で の 区 民 の 皆 さ ん と の 連 携 ・ 協 働 に よ る 取 組 を 更 に 前 進 さ せ る と         

ともに、社会情勢の変化による新たな課題にも目を向け取り組んでいくために、      

令和４（2022）年度から令和 7（2025）年度までの４年間を計画期間とし、  

４つの施策を柱とする新たなビジョンを策定します。 

ビジョンの最終年度は「2025 大阪・関西万博」や「区制 100 周年」の年。浪速区に    

とっても大きな節目にあたります。めざす将来像の実現に向けて着実に歩みを進め、  

この輝かしい節目の年を区民の皆さんとともに笑顔で迎えられるよう取り組みます。 

 なお、施策ごとの具体的な事業運営は、本ビジョンに基づき、毎年度の運営方針を 

策定して進めてまいります。 

 今後とも、区民の皆さんをはじめ、関係団体・企業等の皆様の引き続きのご理解と 

ご協力をお願いします。 

 

 

 

浪速区長 幡多 伸子  
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区内には、南海電鉄、JR 線、近鉄・阪神電鉄、大阪メトロ（御堂筋線・四つ橋線・千日前線・堺筋線）、 

阪堺線が乗り入れ、将来「なにわ筋線」の開業も予定されています。自動車利用についても、高速道路の出入口が

点在し、国道 25 号、26 号、43 号といった幹線道路が縦横に走り、高速バスの拠点である「湊町バスターミナル」

など、どこにいくのもアクセスがよく、特に「関西国際空港」からの交通の便が非常によいところが魅力です。 

当区は、長い歴史をもつ「大阪木津卸売市場」や日本を代表する電気街の一つである「でんでんタウン」など市内

でも有数の商業地域として発展してきました。また、大阪のシンボル「通天閣」や「ジャンジャン横丁」がある新世界 

などもあり全国的にも有名です。また、鉄道等交通の利便性から大規模商業施設や企業立地も進み、文化教育

スポーツ施設も充実しており、近く大型都市型ホテルの開業も予定されるなど、更なる発展が期待されます。 

また、商売繁盛の神を祀っている「十日戎」で有名な「今宮戎神社」の他、 「願泉寺」、「敷津松之宮神社・  

大國主神社」、「瑞龍寺(鉄眼寺)」、「浪速神社」、「難波八阪神社」など由緒ある神社仏閣や「安政大津波の碑

（大地震両川口津波記）」など名所・史跡も数多く点在し、歴史的な魅力を併せ持つまちです。 

区名の由来は、王仁（わに）が詠んだと伝えられる古歌「浪速津に咲くやこの花 冬ごもり 今は春べと咲くや 

この花」（難波津の歌）からとられました。 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 区の概況・特性 

浪速区は、大正 14(1925)年 4 月に南区（現「中央区」） 

から分区によって誕生しました。その後、昭和 18（1943）年に 

南区・西区・天王寺区・西成区との間で区の境界を調整し現在 

の区域となりました。人口は、近年の都心回帰の傾向や再開発 

の進展などにより増加傾向にあります。 

区の面積は 4.39k ㎡（大阪市全体の約 1.9％）と大阪市 

で最も小さい行政区ですが、本市のほぼ中央部に位置し、堺、 

和泉、和歌山、神戸、奈良方面の交通路にあたるなど立地条件 

に恵まれています。このため古くから中小商工業地域として発展し、 

大阪経済の活性化につなげてきました。 

【浪速区の基本情報】 

・面 積：4.39 ㎢ 

・人 口：76,519 人 

（「大阪市の推計人口」令和3年4月１日時点） 

・世帯数：54,587 世帯 

 （「大阪市の推計人口」令和 3 年4 月１日時点） 

 

【浪速区の花：なでしこ】 

秋の七草の１つとして古くから    

親しまれている「なでしこ」は、 

なにわ情緒豊かな、伝統のある 

浪速区にふさわしい花として、 

昭和 63(1988)年 9 月、 

区の花に制定されました。 

－１－ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 区の将来像 

１ 浪速区のめざす将来像 

「住んで誇りに思える、魅力と活力あふれるまち 浪速区」の実現 

２ 「めざす将来像」を実現する４つの柱 

安全・安心で

住みやすい 

まちづくり 

健やかで 

人と人がつながる 

まちづくり 

安心して子育てが 

でき、子どもたちが 

いきいきと学べる 

まちづくり 

人が集い、にぎわい

と活力のある 

まちづくり 

＜主な取組＞ 

⑴ 防災力の向上 

 

⑵ 防犯・まちの安全

の取組 

 

 

 

＜主な取組＞ 

⑴ 地域福祉の推進 

 

⑵ 健康づくりの推進 

 

＜主な取組＞ 

⑴ 子育て層への支援 

 

⑵ 子どもの学びと健や

かな成長の支援 

 

＜主な取組＞ 

⑴ 「にぎわいと活力」

の創出 

⑵ 国際都市大阪へ

の貢献 

３ 施策を “着実に” “効果的に” 推進していくために 

❖多様な協働（マルチパートナー

シップ）の推進 

❖基本的人権と 

多様性の尊重 

❖ICT を活用した 

  利便性の向上 

❖SDGs(持続可能な 

開発目標)の達成貢献 

 利便性の向上 

－２－ 


